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（百万円未満切捨て） 
１．19 年９月期の業績（平成 18 年 10 月 1 日～平成 19 年９月 30 日） 

 (１) 経営成績                              （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 
19 年 9 月期 

 百万円 
 25,461 

    ％ 
( 2.0) 

 百万円
 458 

   ％
( 4.2)

百万円
 441 

％ 
  ( 6.5) 

  百万円
 225 

   ％ 
( 31.2) 

18 年 9 月期  24,971 ( 1.9)  440 ( 23.2)  414 ( 28.7)  172   ( 72.9)
 
 １ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 
潜在株式調整後 1 株
当たり当期純利益

自 己 資 本
当期純利益率

総 資 産 
経 常 利 益 率 

売 上 高
営 業 利 益 率

 円    銭      円 銭 ％ ％ ％ 

19 年 9 月期    56  48  －  － 5.5 4.4 1.8 

18 年 9 月期    43  04  －  － 4.3 4.2 1.8 
 
(参考) 持分法投資損益 19年9月期 －百万円 18年9月期 －百万円 
 
（２）財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 

19 年 9 月期 

   百万円

     10,113 

    百万円

      4,191 

     ％ 

      41.4 

    円  銭 

  1,048    52 

18 年 9 月期       9,767       4,040       41.4 1,010    83 

（参考）自己資本 19年9月期 4,191 百万円 18年9月期  4,040 百万円 
 
 （３）キャッシュ・フローの状況 
 営 業 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー
投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高

     百万円     百万円     百万円     百万円

19 年 9 月期        439  △  748       253            518 

18 年 9 月期         901    △   70    △ 682            574 

 
２．配当の状況   
 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期 末 年 間 

配当金総額
（年間） 

配当性向 
純資産 
配当率 

 円   銭 円    銭 百万円 ％ ％ 

18 年 9 月期 

  円  銭 

  －  －   15  00    15  00     59   34.9      1.5 

19 年 9 月期 －  －    15  00    15  00     59     26.6      1.5 

20 年 9 月期（予想）   －  －    15  00    15  00       22.7  

 
３．20 年 9 月期の業績予想（平成 19 年 10 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日） 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円   銭

 中 間 期  13,090  (2.9)  284  (10.4)  270  (10.1)  148   (20.6)     37    23 

通  期  25,797  (1.3)  507  (10.7)  481  ( 9.0)  264   (17.2)     66    20 
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４．その他 
 （１）重要な会計方針の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更     有 
② ①以外の変更            無 
 （注）詳細は、15 ページ「重要な会計方針」をご覧ください。 
 

 （２）発行済株式数（普通株式） 
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 
  19 年 9 月期  4,003,320 株  18 年 9 月期 4,003,320 株 
② 期末自己株式数 
  19 年 9 月期      5,634 株  18 年 9 月期     5,634 株 
 （注）１株当たり当期純利益の算定の基礎となる株式数については、23 ページ「１株当たり情報」

をご覧ください。 
    
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  上記の業績予想については、現時点において入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、
潜在的なリスクや不確実性が含まれております。そのため、さまざまな要因の変化により、実際の
業績はこれと異なる可能性があります。 

  なお、業績予想の背景、前提条件等につきましては、３ページ「１．経営成績（1）経営成績に関
する分析」をご参照ください。 

  その他特記事項については、該当事項がありません。 
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１．経営成績 

 

（１）経営成績に関する分析 

  ① 当期の経営成績 

当事業年度におけるわが国経済は、企業収益の改善による設備投資の増加、雇用機会の

拡大に伴う個人消費の緩やかな回復に支えられて、引き続き着実な回復過程の中で推移い

たしました。 

一方、公共事業の依存度が高い北海道経済は、輸出関連製造業による一部の地域に持ち

直しの動きがあったものの、全体として雇用情勢の低迷に加え、民間需要の回復も遅れ、

景気回復を実感できないままで終了いたしました。 

当社を取り巻くスーパーマーケット業界は、食品の安全性に対する諸問題の発生や原材

料価格の高騰による仕入価格の上昇、定率減税の廃止や税源移譲に伴う個人住民税の負担

増など、消費者心理を悪化させる要因が重なり、依然として厳しい経営環境が続いており

ます。 

このような状況のもとで、当社は「消費者の毎日の食生活を豊かにするためのお手伝い

をする」というスーパーマーケットの社会的役割を果たすため、従来に引き続き、以下の

基本方針のもとでお客様の支持拡大に努めてまいりました。 

第１に、お客様に、より安全で安心していただける商品の提供。高品質・高鮮度の商

品はもとより、産地表示を含めた商品に関する正確な情報を提供するととも

に、残留農薬や食品添加物のより少ない商品を開発・提供すること。 

第２に、お客様の所得水準、家族構成などに合わせた、価格・量目の商品を提供する

とともに、地域の実情にあった品揃え、サービスを提供すること。 

第３に、常にお客様の要望に耳を傾け、毎日お客様に新鮮な驚きを与えられる売り場

を作り続けること。 

営業の基本方針としては、作業システムの構築や接客レベルの向上などによる店舗オペ

レーションの確立、現地・現場主義の徹底やマーチャンダイジングの確立などによる産

地・市場・ベンダー等の開発と拡販、競合店対策の強化や販売促進企画の見直しなどに取

り組んでまいりました。 

また、お客様へのサービスの一環として、平成 19 年８月に旭川ブロックにおいても「Ｄ

ａｉｉｃｈｉクイックペイカード」を導入し、全店舗での利用が可能となりました。 

店舗につきましては、新規出店は実現できませんでしたが、平成 19 年３月に「啓北店」

（帯広ブロック）を増床するとともに、全店において既存設備の点検・補修を行い、お客

様満足度の向上に努めた結果、客数および客単価はともに１％増加いたしました。なお、

当事業年度末現在の店舗数は、帯広ブロック 12 店舗、旭川ブロック９店舗、札幌ブロッ

ク１店舗、合計 22 店舗であります。 

これらの結果、当事業年度の売上高は 254 億 61 百万円（前年同期比 2.0％増）、営業利

益は４億 58 百万円（前年同期比 4.2％増）、経常利益は４億 41 百万円（同 6.5％増）、当

期純利益は２億 25 百万円（同 31.2％増）と増収増益となりました。 

 

  ② 次期の見通し 

今後の景気動向につきましては、原材料の価格高騰や米国経済の減速懸念などの不安要

素があるものの、堅調な企業業績を背景に設備投資の拡大が続き、内需主導による自律
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的回復へ向かうものと思われます。 

小売業界の消費動向は、勤労者世帯の可処分所得の停滞感や将来の年金不安などにより、

価格への関心がさらに強まり、価格重視の傾向が続くものと考えております。また、スー

パーマーケット業界は、原油高や原料高の影響による仕入価格の上昇懸念に加え、さら

なる各社の出店、価格競争の激化などにより、厳しい状況が続くものと思われます。 

このような状況のもとで、当社は、従業員の満足度を高め、取引先との共存共栄を図り、

「消費者の毎日の食生活を豊かにするためのお手伝いをする」というスーパーマーケッ

トの社会的役割をこれまで以上に果たしてまいります。基本方針の実践はもとより、店

舗オペレーションの確立による作業時間の改善、産地・市場・ベンダーの開発およびセ

ンター機能の活用、社外セミナー等による能力開発と人材育成、競合店対策と販売促進

強化などの施策により、企業業績の向上と企業体質の強化を図ってまいります。 

新規出店につきましては、札幌ブロック２号店を 2008 年夏を目途に開店する予定です。

８月に出店用地の取得を終え、全社を挙げて周到に準備を進め、さらなる飛躍を目指し

てまいります。 

また、内部統制に関わる社内体制の充実を図るとともに、法令の遵守と情報の開示に積

極的に取り組み、経営の透明性を高めてまいります。 

次期は当社にとりまして、創業 50 周年を迎える記念すべき節目の年となります。50 年

の永きにわたりご支持いただいたお客様・取引先様・株主様など多くの方々に感謝いた

しますとともに、これを大きな契機として、全社を挙げて新たな会社を創立する意気込

みで、会社経営に取り組んでいきたいと考えております。 

次期の見通しにつきましては、売上高 257 億 97 百万円（前年同期比 1.3％増）、営業利

益５億７百万円（前年同期比 10.7％増）、経常利益４億 81 百万円（同 9.0％増）、当期純

利益２億 64 百万円（同 17.2％増）を見込んでおります。 

 

 （２）財政状態に関する分析 

① 資産、負債および純資産の状況 

当事業年度末の資産につきましては、前事業年度末と比べ３億 45 百万円増加の 101

億 13 百万円となりました。流動資産においては、主に、現金及び預金 73 百万円および

商品 51 百万円の減少により、前事業年度末に比べ１億 28 百万円減少の 16 億 54 百万円

となりました。固定資産においては、主に、建物２億８百万円、差入敷金・保証金 32

百万円および構築物 30 百万円の減少、土地７億 92 百万円の増加により、前事業年度末

に比べ４億 73 百万円増加の 84 億 58 百万円となりました。 

負債につきましては、前事業年度末に比べ１億 95 百万円増加の 59 億 21 百万円とな

りました。流動負債においては、主に、未払金 93 百万円および一年以内に返済予定の

長期借入金 68 百万円の増加、未払法人税等１億 17 百万円、買掛金 39 百万円、未払費

用 27 百万円および未払消費税等 14 百万円の減少により、前事業年度末に比べ 53 百万

円減少の 28 億 92 百万円となりました。固定負債においては、主に、長期借入金２億

44 百万円の増加により、前事業年度末に比べ２億 48 百万円増加の 30 億 28 百万円とな

りました。 

純資産につきましては、前事業年度末に比べ１億 50 百万円増加の 41 億 91 百万円と

なりました。これは主に、繰越利益剰余金１億 65 百万円の増加によるものであります。 
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② キャッシュ・フローの状況 

 当事業年度における現金および現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度

末に比べ 55 百万円減少し、当事業年度末残高は５億 18 百万円（前年同期比 9.7％減）

となりました。 

 当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであ

ります。 

  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

   営業活動の結果得られた資金は、４億 39 百万円（前年同期比 51.2％減）となりま

した。これは主に、税引前当期純利益４億 12 百万円、減価償却費２億 41 百万円およ

びたな卸資産の減少額 53 百万円等が、仕入債務の減少額 39 百万円および法人税等の

支払額２億 99 百万円等を上回ったことによるものであります。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

   投資活動の結果使用した資金は、７億 48 百万円（前年同期比 965.4％増）となり

ました。これは主に、有形固定資産の取得による支出８億６百万円があったことなど

によるものであります。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   財務活動の結果得られた資金は、２億 53 百万円（前事業年度は使用した資金６億

82 百万円）となりました。これは主に、長期借入金による収入８億円に対し、長期

借入金４億 86百万円の返済および配当金の支払額 59百万円があったことによるもの

であります。  

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成 15年 9月期 平成 16年 9月期 平成 17年 9月期 平成 18年 9月期 平成19年9月期

自己資本比率（％） 40.5 39.3 39.9 41.4 41.4 

時価ベースの自己資

本比率（％） 
21.9 23.1 27.1 29.4 27.3 

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（年） 
4.3 9.5 12.1 2.8 6.4 

インタレスト・カバ

レッジ・レシオ（倍） 
10.7 6.0 4.7 18.9 10.4 

 
自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

（注２）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

（注３）有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負

債を対象としております。 

 

 （３）利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当 

当社は、株主各位に対する利益還元を経営の重要課題の一つとして認識しております。

安定的な経営基盤の確保と自己資本利益率の向上に努めるとともに、安定的な配当の継
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続を業績に応じて行うことを基本方針としております。 

この方針に基づき当期の期末配当につきましては、１株当たり普通配当 15 円とする

案を、第 53 期定時株主総会に付議する予定でおります。また、次期の配当につきまし

ては、業績が現時点の見通しで推移した場合、１株につき普通配当 15 円を予定してお

ります。 

内部留保資金につきましては、新店舗の建設や既存店舗の改装、人材育成の教育投資、

システム投資等の有効投資を実施し、なお一層の業容の拡充を図り、企業価値の向上に

努めてまいります。 

 

（４）事業等のリスク 

   当社の経営成績、財政状態および株価等に影響を及ぼす可能性のある事項には、以下

のようなものがあります。 

   ① 出店に関する法的規制について 

       当社店舗の新規出店および既存店増床に際しては「大規模小売店舗立地法」の規

制対象となっております。店舗面積 1,000 ㎡を超える店舗の出店および増床につい

ては、都道府県または政令指定都市に届出が義務付けられております。届出後、交

通安全対策、騒音対策、廃棄物処理等について、地元住民の意見を踏まえて審査が

進められます。 

       従って、審査の状況および規制の変更等により計画どおりの出店ができない場合

には、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

   ② 品質表示基準に関する法的規制について 

       当社は、「食品衛生法」「ＪＡＳ法」「景品表示法」等の遵守に加え、管理責任者

による自主点検を行い、適切な品質表示に努めておりますが、万一、販売する商品

に問題が生じた場合には、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

   ③ 競合等の影響について 

       当社は、帯広市を中心に 12 店舗、旭川市を中心に９店舗、札幌市に１店舗の合

計 22 店舗の食料品の販売を中心としたスーパーマーケットを展開しております。 

       スーパーマーケット業界は、同業他社との競争に加え、他業態との競合状況も激

しさを増しております。当社の営業基盤においても他社の新規出店が相次いでおり

ます。今後も新たな競合店舗の出現により一時的に、当社の業績に影響を及ぼす可

能性があります。 

   ④ 食品の安全性について 

       当社は、お客様に安全な食品を提供するため、基準書に基づいて衛生管理、鮮度

管理等を行っておりますが、将来において食中毒の発生する可能性は否定できませ

ん。また、ＢＳＥ問題、鳥インフルエンザの発生や残留農薬問題等、予期せぬ事態

が発生した場合には、一時的に当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

   ⑤ 減損会計の適用について 

       当社は、減損会計を既に適用しておりますが、今後も実質的価値が低下した保有

財産や収益性の低い店舗等について減損処理がさらに必要となった場合には、当社

の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

   ⑥ 金利の変動について 
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       当社の新規出店資金は、主に金融機関からの借入金により調達しております。 

       今後当社としましては、資金調達手段の多様化を図る方針ではありますが、現行

の金利水準が変動した場合には、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

   ⑦ 個人情報の保護について 

       個人情報の保護については、個人情報に関する規程の整備や従業員教育により、

その保護の徹底を図っておりますが、万一、個人情報が流出した場合には、社会的

信用が低下し、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

２．企業集団の状況 

 

最近の有価証券報告書（平成 18 年 12 月 25 日提出）における「事業系統図（事業の内容）」

および「関係会社の状況」から重要な変更がないため開示を省略しております。 

 

 

 

３．経 営 方 針  

 

（１）会社の経営の基本方針   （２）目標とする経営指標 

（３）中長期的な会社の経営戦略 （４）会社の対処すべき課題 

平成 18 年 9 月期決算短信（平成 18 年 11 月 14 日開示）により開示を行った内容から重要

な変更がないため開示を省略しております。 

 当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 

  （当社ホームページ） 
    http://www.daiichi-d.co.jp/ 

 

  （ジャスダック証券取引所ホームページ（「ＪＤＳ」検索ページ）） 
  http://jds.jasdaq.co.jp/tekiji/ 

 

 

（５）内部管理体制の整備・運用状況 

本事項の詳細につきましては、株式会社ジャスダック証券取引所が平成 18 年 12 月 25 日

に開示いたしました「コーポレート・ガバナンスに関する報告書」に記載しておりますので、

ご参照ください。 
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４．財務諸表 

 

（１）貸借対照表 
  

前事業年度 

（平成 18 年 9 月 30 日） 

当事業年度 

（平成 19 年 9 月 30 日） 
対前年比 

区分 
注記

番号 
金額（千円） 

構成比

（％）
金額（千円） 

構成比 

（％） 
増減（千円）

(資産の部)    

Ⅰ．流動資産     

1. 現金及び預金  786,990 713,647  

2. 売掛金  66,860 76,136  

3. 商品  639,949 587,973  

4. 貯蔵品  6,893 5,082  

5. 前払費用  50,878 52,808  

6. 繰延税金資産  110,493 98,094  

7. 未収入金  116,876 118,971  

8. その他  4,396 2,602  

 貸倒引当金  △   350 △   350  

流動資産合計  1,782,987 18.3 1,654,966 16.4 △ 128,021

Ⅱ．固定資産    

 1. 有形固定資産 ※1   

(1) 建物  5,968,717 5,953,618   

 減価償却累計額  2,749,346 3,219,371 2,942,729 3,010,888  

(2) 構築物  537,292 472,251   

 減価償却累計額  372,517 164,775 337,653 134,597  

(3) 車両運搬具  1,635 1,635   

 減価償却累計額  1,553 81 1,553 81  

(4) 器具備品  225,725 201,593   

 減価償却累計額  161,038 64,686 154,183 47,409  

(5) 土地  2,965,926 3,758,162  

有形固定資産合計  6,414,840 65.7 6,951,140 68.7 536,299

 2. 無形固定資産    

(1) 借地権  23,078 22,515  

(2) 電話加入権  8,421 8,421  

無形固定資産合計  31,499 0.3 30,936 0.3 △ 563

 3. 投資その他の資産    

(1) 投資有価証券  109,751 85,558  

(2) 関係会社株式  3,000 3,000  

(3) 出資金  1,812 1,812  

(4) 長期貸付金 ※1 373,744 354,349  

(5) 長期前払費用 ※1 95,776 86,229  

(6) 繰延税金資産  198,242 224,157  

(7) 差入敷金・保証金 ※1 753,258 721,041  

(8) その他  2,659 272  

投資その他の資産合計  1,538,246 15.7 1,476,420 14.6 △ 61,826

固定資産合計  7,984,587 81.7 8,458,497 83.6 473,910

資産合計  9,767,575 100.0 10,113,464 100.0 345,889
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前事業年度 

（平成 18 年 9 月 30 日） 

当事業年度 

（平成 19 年 9 月 30 日） 
対前年比 

区分 
注記

番号 
金額（千円） 

構成比

（％) 
金額（千円） 

構成比

(％) 
増減（千円）

（負債の部）      

Ⅰ．流動負債         

1. 買掛金  1,488,814 1,448,952  

2. 1 年以内に返済予定

の長期借入金 

※1 

477,471 546,220 

 

3. 未払金  142,604 236,468  

4. 未払費用  253,543 225,689  

5. 未払法人税等  210,841 93,334  

6. 未払消費税等  52,367 37,523  

7. 預り金  85,105 87,287  

8. 賞与引当金  179,122 179,813  

9. 役員賞与引当金  8,300 －  

10. その他  48,263 37,616  

流動負債合計  2,946,433 30.2 2,892,905 28.6 △ 53,527

Ⅱ．固定負債     

1. 長期借入金 ※1 2,044,400 2,289,014  

2. 退職給付引当金  383,269 393,153  

3. 役員退職慰労引当金  87,555 107,290  

4. 預り敷金・保証金  256,186 231,803  

5. その他  8,765 7,640  

固定負債合計  2,780,177 28.4 3,028,900 30.0 248,723

負債合計  5,726,610 58.6 5,921,806 58.6 195,195

      

（純資産の部）    

Ⅰ．株主資本    

 1．資本金  840,455 8.6 840,455 8.3 －

 2．資本剰余金    

(1) 資本準備金  767,302 767,302   

資本剰余金合計  767,302 7.9 767,302 7.6 －

 3．利益剰余金    

(1) 利益準備金  159,266 159,266   

(2) その他利益剰余金    

  別途積立金  1,950,000 1,950,000   

  繰越利益剰余金  288,401 454,235   

 利益剰余金合計  2,397,668 24.5 2,563,502 25.3 165,833

 4．自己株式  △ 2,618 △0.0 △ 2,618 △0.0 -

株主資本合計  4,002,806 41.0 4,168,640 41.2 165,833

Ⅱ．評価・換算差額等    

 1．その他有価証券評価

差額金 

 

38,158 0.4 23,018 0.2 △ 15,140

評価・換算差額等合計  38,158 0.4 23,018 0.2 △ 15,140

純資産合計  4,040,964 41.4 4,191,658 41.4 150,693

負債純資産合計  9,767,575 100.0 10,113,464 100.0 345,889
         



 
㈱ダイイチ（7643） 平成 19 年 9月期決算短信（非連結） 

 - 10 -    

（２）損益計算書 
  

前事業年度 

    （自平成 17 年 10 月 1 日 

     至平成 18 年 9 月 30 日） 

当事業年度 

    （自平成 18 年 10 月 1 日 

     至平成 19 年 9 月 30 日） 

対前年比 

区分 
注記 

番号 
金額（千円） 

百分比

（％）
金額（千円） 

百分比 

（％） 
増減（千円）

       

Ⅰ．売上高  24,971,067 100.0 25,461,914 100.0 490,846

    

Ⅱ．売上原価  18,960,938 75.9 19,382,431 76.1  421,492

 売上総利益  6,010,129 24.1 6,079,483 23.9 69,353

Ⅲ．営業収入    

 1.不動産賃貸収入  229,744 202,873   

 2.その他の営業収入  57,755 287,499 1.1 61,398 264,272 1.0 △ 23,227

 営業総利益  6,297,629 25.2 6,343,755 24.9 46,126

Ⅳ．販売費及び一般管理費    

 1.広告宣伝費  549,289 547,574   

 2.消耗品費  177,289 192,070   

 3.配送費  110,753 110,525   

 4.役員報酬  112,496 128,160   

 5.従業員給与・賞与  2,259,439 2,265,250   

 6.賞与引当金繰入額  179,122 179,813   

 7.役員賞与引当金繰入額  8,300 －   

 8.退職給付費用  37,618 39,993   

 9.役員退職慰労引当金繰入

額 

 

8,385 22,035   

 10.法定福利・厚生費  343,038 325,035   

 11.賃借料  598,685 567,308   

 12.店舗管理・修繕費  270,220 295,113   

 13.水道光熱費  571,437 568,433   

 14.租税公課  113,295 121,806   

 15.減価償却費  269,025 240,609   

 16.その他  248,895 5,857,291 23.4 281,134 5,884,862 23.1 27,571

 営業利益  440,337 1.8 458,893 1.8 18,555

Ⅴ．営業外収益    

 1.受取利息  9,933 10,304   

 2.受取配当金  2,849 2,975   

 3.雇用助成金  1,539 1,377   

 4.その他  9,330 23,653 0.1 11,638 26,295 0.1 2,642

Ⅵ．営業外費用    

 1.支払利息  48,190 41,580   

 2.その他  1,054 49,244 0.2 2,028 43,608 0.2 △ 5,635

 経常利益  414,746 1.7 441,580 1.7 26,833

Ⅶ．特別利益    

 1.預り敷金・保証金償還益  － － 6,108 6,108 0.0 6,108

Ⅷ．特別損失    

 1.固定資産除却損 ※1 3,910 226   

 2.減損損失 ※2 88,062 35,395   

 3.テナント契約解約損  2,300 94,273 0.4 － 35,622 0.1 △ 58,651

税引前当期純利益 
 

 
320,473 1.3 412,066 1.6 91,592

法人税、住民税及び

事業税 224,139 189,528   

法人税等調整額  △75,745 148,394   0.6 △ 3,261 186,267 0.7 37,873

当期純利益  172,079 0.7 225,799 0.9  53,719
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（３）株主資本等変動計算書 

前事業年度（自平成 17 年 10 月１日 至平成 18 年９月 30 日）                     
 

株 主 資 本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金 

 

資 本 金 資 本 準

備金 

資 本 剰
余 金 合
計 

利益準備

金 別 途 積 立

金 

繰越利益

剰余金 

利 益 剰 余

金合計 

自己株式
株 主 資 本

合計 

平成 17 年９月

30 日残高(千円) 840,455 767,302 767,302 159,266 1,950,000 184,887 2,294,154 △2,618 3,899,292

事業年度中の変

動額   

剰余金の配当

（注）  △59,965 △59,965 △59,965

役員賞与の支

給（注）  △8,600 △8,600 △8,600

当期純利益 
 172,079 172,079 172,079

株主資本以外

の項目の事業

年度中の変動

額（純額）   

事業年度中の変

動額合計(千円)  103,514 103,514 103,514

平成 18 年９月

30 日残高(千円) 840,455 767,302 767,302 159,266 1,950,000 288,401 2,397,668 △2,618 4,002,806

 

 

評価・換算差額等  

その他有

価証券評

価差額金

評価・換

算 差 額

等合計 

純 資 産 合

計 

平成 17 年９月

30 日残高(千円) 35,039 35,039 3,934,331

事業年度中の変

動額  

剰余金の配当

（注）  △59,965

役員賞与の支

給（注）  △8,600

当期純利益  172,079

株主資本以外

の項目の事業

年度中の変動

額（純額） 3,119 3,119 3,119

事業年度中の変

動額合計(千円) 3,119 3,119 106,633

平成 18 年９月

30 日残高(千円) 38,158 38,158 4,040,964

（注）平成 17 年 12 月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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当事業年度（自平成 18 年 10 月１日 至平成 19 年９月 30 日）                     
 

株 主 資 本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金 

 

資 本 金 資 本 準

備金 

資本剰余

金合計 

利益準備

金 別 途 積 立

金 

繰越利益

剰余金 

利 益 剰 余

金合計 

自己株式
株 主 資 本

合計 

平成 18 年９月

30 日残高(千円) 840,455 767,302 767,302 159,266 1,950,000 288,401 2,397,668 △2,618 4,002,806

事業年度中の変

動額   

剰余金の配当  △59,965 △59,965 △59,965

当期純利益 
 225,799 225,799 225,799

株主資本以外

の項目の事業

年度中の変動

額（純額）   

事業年度中の変

動額合計(千円)  165,833 165,833 165,833

平成 19 年９月

30 日残高(千円) 840,455 767,302 767,302 159,266 1,950,000 454,235 2,563,502 △2,618 4,168,640

 

 

評価・換算差額等  

その他有

価証券評

価差額金

評価・換

算差額等

合計 

純資産合計 

平成 18 年９月

30 日残高(千円) 38,158 38,158 4,040,964

事業年度中の変

動額  

剰余金の配当  △59,965

当期純利益  225,799

株主資本以外

の項目の事業

年度中の変動

額（純額） △15,140 △15,140 △15,140

事業年度中の変

動額合計(千円) △15,140 △15,140 150,693

平成 19 年９月

30 日残高(千円) 23,018 23,018 4,191,658
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

 
 

 

 
 

前事業年度 
（自平成17年10月１日 
   至平成18年９月30日）

当事業年度 
（自平成18年10月1日 
 至平成19年９月30日） 

対前年比 

区分 
注記
番号 金額（千円） 金額（千円） 増減（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

 税引前当期純利益  320,473 412,066  

 減価償却費  269,533 241,229  

 減損損失  88,062 35,395  

 賞与引当金の増加額   21,941 691  

 役員賞与引当金の増加額（△減少

額） 

 
8,300 △8,300  

 貸倒引当金の減少額  △ 3,300 －  

 退職給付引当金の増加額  9,115 9,883  

 役員退職慰労引当金の増加額  8,385 19,735  

 受取利息及び受取配当金  △ 12,783 △ 13,280  

 支払利息  48,190 41,580  

 有形固定資産除却損  3,910 226  

 売上債権の増加額  △ 13,993 △ 9,276  

 たな卸資産の減少額（△増加額）  △ 160 53,787  

 その他資産の減少額  31,219 29,312  

 仕入債務の増加額（△減少額）  138,808 △ 39,862  

 未払消費税等の増加額（△減少額）  20,868 △ 14,843  

 その他負債の増加額  1,720  18,861  

 役員賞与の支払額  △ 8,600 －  

 小  計  931,693 777,206  △ 154,487

 利息及び配当金の受取額  3,261 4,111  

 利息の支払額  △ 47,644 △ 42,360  

 法人税等の支払額   14,279 △ 299,188  

 営業活動によるキャッシュ・フロー  901,590 439,769  △ 461,821

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

 定期預金の預入による支出  △ 33,005 △ 44,049  

 定期預金の払戻による収入  38,400 61,600  

 投資有価証券の取得による支出  △ 1,200 △ 1,201  

 建設協力金の回収による収入  20,989 28,549  

 有形固定資産の取得による支出  △ 106,879 △ 806,115  

 敷金・保証金の支払による支出  △ 1,360 △ 741  

 敷金・保証金の返還による収入  12,762 13,019  

 投資活動によるキャッシュ・フロー  △ 70,294 △ 748,939  △ 678,645
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前事業年度 
（自平成17年10月１日 
 至平成18年９月30日）

当事業年度 
（自平成18年10月1日 
 至平成19年９月30日） 

対前年比 

区分 
注記
番号 金額（千円） 金額（千円） 増減（千円） 

 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

   

 長期借入れによる収入  － 800,000  

 長期借入金の返済による支出  △523,382 △ 486,637  

 短期借入金の純増減額  △100,000 －  

 配当金の支払額  △59,548 △59,984  

  財務活動によるキャッシュ・フロー △ 682,930  253,378   936,308

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  － －  －

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 （△減

少額） 

 

  148,365 △ 55,791  △ 204,157

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  425,860 574,225  148,365

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高  574,225 518,433  △ 55,791
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重要な会計方針 

項 目 

前事業年度 

（自平成 17 年 10 月１日 

  至平成 18 年９月 30 日） 

当事業年度 

（自平成 18 年 10 月１日 

  至平成 19 年９月 30 日） 

１．固定資産の減価償却の方法 （1）有形固定資産 

定率法 

ただし、平成 10 年４月１日以

後取得分の建物（建物附属設

備を除く）については定額法

によっております。     

なお、主な耐用年数は次のと

おりであります。      

建物････････３年～39 年   

その他･･････２年～20 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

（2）長期前払費用 

定額法 

（1）有形固定資産 

定率法 

ただし、平成 10 年４月１日以

後取得分の建物（建物附属設

備を除く）については定額法

によっております。     

なお、主な耐用年数は次のと

おりであります。      

建物････････３年～39 年   

その他･･････２年～20 年   

（会計方針の変更）     

当事業年度より、法人税法の

改正に伴い、平成 19 年４月１

日以降取得の有形固定資産に

ついては、改正法人税法に規

定する償却方法により、減価

償却費を計算しております。

なお、この変更に伴う営業利

益、経常利益、税引前当期純

利益に与える影響は軽微であ

ります。 

（2）長期前払費用 

定額法 

 なお、上記固定資産の減価償却の方法以外は、最近の有価証券報告書（平成 18 年 12 月 25 日提出）におけ

る記載から重要な変更がないため開示を省略しております。 

 

 

 

注 記 事 項  
 （貸借対照表関係） 

前事業年度 

（平成 18 年９月 30 日） 

当事業年度 

（平成 19 年９月 30 日） 

※1． 担保に供している資産及びこれに対応する債務

は次のとおりであります。 

(1)担保に供している資産 

 建  物        2,644,219 千円   

 土  地        2,884,486 千円 

 長期貸付金           135,468 千円 

 長期前払費用      34,759 千円 

 差入敷金・保証金    85,710 千円 

 計           5,784,644 千円 

※1． 担保に供している資産及びこれに対応する債務

は次のとおりであります。 

(1)担保に供している資産 

 建  物         2,481,810 千円   

 土 地          3,676,723 千円 

 長期貸付金       128,708 千円 

  長期前払費用       32,653 千円 

  差入敷金・保証金     85,710 千円 

    計           6,405,606 千円 

 

 (2)上記に対応する債務  (2)上記に対応する債務 

    長期借入金 2,471,871 千円      長期借入金 2,815,234 千円 

 （1 年以内に返済予定
の長期借入金を含む） 

      

 

 （1 年以内に返済予定
の長期借入金を含む） 

 

    計             2,471,871 千円   計              2,815,234 千円 
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（損益計算書関係） 

前事業年度 

      （自平成 17 年 10 月 1 日 

       至平成 18 年 9 月 30 日） 

当事業年度 

      （自平成 18 年 10 月 1 日 

       至平成 19 年 9 月 30 日） 

※１．固定資産除却損の内訳 ※１．固定資産除却損の内訳 

建 物 

器 具 備 品 

3,698 千円

212 千円 器 具 備 品  226 千円

 

 

計 3,910 千円

 

 

 

 

 計  226 千円

 

 

 
      

※２．減損損失  ※２．減損損失 

当事業年度において、当社は以下の資産グループ

について減損損失を計上いたしました。 

用途 種類 
場所 

（件数） 

金額 

（千円）

店舗 

建物、構築物、

器 具 備 品 、

リース資産、

その他 

帯広地区 

（3 件） 
72,154

店舗 

建物、構築物、

器 具 備 品 、

リース資産、

土地、その他 

旭川地区 

（1 件） 
15,908

合計  （4 件） 88,062

 

 当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位

として店舗を基本単位に資産のグルーピングをして

おります。賃貸資産等については、物件毎に資産の

グルーピングをしております。なお、当社は遊休資

産を所有しておりません。 

 営業活動から生ずる損益が継続してマイナス、ま

たは継続してマイナスとなる見込である店舗等の資

産グループおよび市場価格が帳簿価額より著しく下

落している賃貸資産については、各資産グループの

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を

減損損失（88,062 千円）として特別損失に計上して

おります。 

 その内訳は、建物 53,199 千円、構築物 5,096 千円、

什器備品 5,015 千円、土地 3,737 千円、リース資産

14,015 千円、その他 6,998 千円であります。その他

は、無形固定資産の借地権および投資その他の資産

の長期前払費用であります。 

 なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却

価額により測定しており、土地については路線価を

基準に算定した時価により評価し、その他の固定資

産については回収可能価額を零として評価しており

ます。 

当事業年度において、当社は以下の資産グループに

ついて減損損失を計上いたしました。 

用途 種類 
場所 

（件数） 

金額 

（千円）

店舗
リース資産 帯広地区 

（3 件） 
559

店舗

建物、構築物、

器 具 備 品 、

リース資産、

土地、その他 

旭川地区 

（3 件） 
34,835

合計  （6 件） 35,395

 

 当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位

として店舗を基本単位に資産のグルーピングをして

おります。賃貸資産等については、物件毎に資産の

グルーピングをしております。なお、当社は遊休資

産を所有しておりません。 

 営業活動から生ずる損益が継続してマイナス、ま

たは継続してマイナスとなる見込である店舗等の資

産グループおよび市場価格が帳簿価額より著しく下

落している賃貸資産については、各資産グループの

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を

減損損失（35,395 千円）として特別損失に計上して

おります。 

 その内訳は、建物 8,272 千円、構築物 8,319 千円、

器具備品 3,152 千円、土地 9,235 千円、リース資産

5,407 千円、その他 1,007 千円であります。その他は、

無形固定資産の借地権および投資その他の資産の長

期前払費用であります。 

 なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却

価額により測定しており、土地および建物について

は不動産鑑定評価基準を基に算定した時価により評

価し、その他の固定資産については回収可能価額を

零として評価しております。 
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（株主資本等変動計算書関係） 

前事業年度（自平成 17 年 10 月１日 至平成 18 年９月 30 日） 

１．発行済株式の種類および総数ならびに自己株式の種類および株式数に関する事項 

 

 
前事業年度末株式

数（株） 

当事業年度増加株

式数（株） 

当事業年度減少株

式数（株） 

当事業年度末株式

数（株） 

発行済株式  

  普通株式 4,003,320 － － 4,003,320

合計 4,003,320 － － 4,003,320

自己株式  

  普通株式 5,634 － － 5,634

合計 5,634 － － 5,634

 

２．新株予約権および自己新株予約権に関する事項 

  該当事項はありません。 

 

３．配当に関する事項 

 （1）配当金支払額 

（決議） 株式の種類 
配当金の総額

（千円） 

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成 17 年 12 月 22 日 

定時株主総会 
普通株式 59,965 15 平成 17 年９月 30 日 平成 17 年 12 月 22 日

 

 （2）基準日が当事業年度に属する配当のち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

（決議） 株式の種類 
配当金の総額

（千円） 
配当の原資

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成18年12月22日 

定時株主総会 
普通株式 59,965 利益剰余金 15 平成18年９月30日 平成18年12月25日
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当事業年度（自平成 18 年 10 月１日 至平成 19 年９月 30 日） 

１．発行済株式の種類および総数ならびに自己株式の種類および株式数に関する事項 
 

 
前事業年度末株式

数（株） 

当事業年度増加株

式数（株） 

当事業年度減少株

式数（株） 

当事業年度末株式

数（株） 

発行済株式  

  普通株式 4,003,320 － － 4,003,320

合計 4,003,320 － － 4,003,320

自己株式  

  普通株式 5,634 － － 5,634

合計 5,634 － － 5,634

 

２．新株予約権および自己新株予約権に関する事項 

  該当事項はありません。 

 

３．配当に関する事項 

 （1）配当金支払額 

（決議） 株式の種類 
配当金の総額

（千円） 

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成 18 年 12 月 22 日 

定時株主総会 
普通株式 59,965 15 平成 18 年９月 30 日 平成 18 年 12 月 25 日

 

 （2）基準日が当事業年度に属する配当のち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

（決議） 株式の種類 
配当金の総額

（千円） 
配当の原資

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成19年12月21日 

定時株主総会 
普通株式 59,965 利益剰余金 15 平成19年９月30日 平成19年12月25日

 

 

（キャッシュ・フロー計算書関係） 

前事業年度 

      （自平成 17 年 10 月 1 日 

       至平成 18 年 9 月 30 日） 

当事業年度 

     （自平成 18 年 10 月 1 日 

      至平成 19 年 9 月 30 日） 

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係 

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係 

 （平成 18 年 9 月 30 日現在） （平成 19 年 9 月 30 日現在）

現金及び預金勘定 

預入期間が３か月を 

超える定期預金 

786,990 千円

△  212,764 千円

現金及び預金勘定 

預入期間が３か月を 

超える定期預金 

  713,647 千円

 △ 195,213 千円

 

 

 

574,225 千円 518,433 千円現金及び現金同等物 

 

現金及び現金同等物 
 

 

 

 

（リース取引関係） 

  決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。 
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（有価証券関係） 

  前事業年度（平成 18 年９月 30 日） 

  有価証券 

  １．その他有価証券で時価のあるもの                       （単位：千円） 

 取 得 原 価 貸借対照表計上額 差   額 

株式 32,748 96,751 64,002 

合計 32,748 96,751 64,002 

 

 

  ２．時価のない主な有価証券の内容及び貸借対照表計上額              （単位：千円） 

 貸借対照表計上額 

その他有価証券 

非上場株式 
13,000 

 

 

  当事業年度（平成 19 年９月 30 日） 

  有価証券 

  １．その他有価証券で時価のあるもの                       （単位：千円） 

 取 得 原 価 貸借対照表計上額 差   額 

株式 33,950 72,558 38,608 

合計 33,950 72,558 38,608 

 

 

  ２．時価のない主な有価証券の内容及び貸借対照表計上額              （単位：千円） 

 貸借対照表計上額 

(1）子会社株式及び関連会社株式 

   子会社株式 3,000 

(2）その他有価証券 

  非上場株式 13,000 

 

 

 

 

（デリバティブ取引関係） 

  前事業年度（自平成 17 年 10 月１日 至平成 18 年９月 30 日） 

   当社の利用しているデリバティブ取引は全て金利スワップの特例処理を適用しているため、デリバティ

ブ取引に関する注記を省略しております。   

 

  当事業年度（自平成 18 年 10 月１日 至平成 19 年９月 30 日） 

   当社の利用しているデリバティブ取引は全て金利スワップの特例処理を適用しているため、デリバティ

ブ取引に関する注記を省略しております。   

  

 

（持分法投資損益等） 

   該当事項はありません。 
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（関連当事者との取引） 

前事業年度（自平成 17 年 10 月１日 至平成 18 年９月 30 日） 

  １．役員及び個人主要株主等 
（単位：千円） 

関 係 内 容

属 性 
会社等の

名 称 
住 所

資 本 金 

又 は 

出 資 金 

事 業 の

内容又は

職 業

議 決 権
等の所有
（ 被 所
有）割合

役員の

兼任等

事実上

の関係

取 引 の 内 容 
取 引 

金 額 
科 目

期  末

残 高

役  員 佐藤 裕 
 当 社

監査役
(注１)

  営 業

取 引
建物の賃借 12,000 

差入敷金

・保証金
6,500

丸果帯広 

中央青果㈱ 

北海道

帯広市
15,000 

青 果 物

卸 売 業
(注2)

兼任

1 名

商品の

仕 入

営 業

取 引
青果物の仕入 179,207 買 掛 金 11,375

 
役員及び
その近親
者が議決
権の過半
数を所有
する会社 

三洋興熱㈱ 
北海道

帯広市
30,000 

石 油

卸小売
(注3)

兼任

2 名

灯油等

の購入

営 業

取 引
灯油等の購入 64,269 未 払 金  4,936

（注）１．当社監査役佐藤裕が、当社株式の 0.9％を直接所有しております。 

   ２．丸果帯広中央青果㈱は、当社取締役内藤龍信およびその近親者が 100%を直接所有しております。 

   ３．三洋興熱㈱は、当社監査役笹井祐三およびその近親者が 55.0%を直接所有しております。 

   ４．取引条件ないし取引条件の決定方針等 

（１）営業取引については、一般的取引条件と同様に決定しております。 

（２）取引金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

 

当事業年度（自平成 18 年 10 月１日 至平成 19 年９月 30 日） 

  １．役員及び個人主要株主等 
（単位：千円） 

関 係 内 容

属 性 
会社等の

名 称 
住 所

資 本 金 

又 は 

出 資 金 

事 業 の

内容又は

職 業

議 決 権
等の所有
（ 被 所
有）割合

役員の

兼任等

事実上

の関係

取 引 の 内 容 
取 引 

金 額 
科 目

期 末

残 高

役  員 佐藤 裕 
 当 社

監査役
(注１)

  営 業

取 引
建物の賃借 12,000 

差入敷金

・保証金
6,500

丸果帯広 

中央青果㈱ 

北海道

帯広市
15,000 

青 果 物

卸 売 業
(注2)

兼任

1 名

商品の

仕 入

営 業

取 引
青果物の仕入 233,724 買 掛 金 8,723

 
役員及び
その近親
者が議決
権の過半
数を所有
する会社 

三洋興熱㈱ 
北海道

帯広市
30,000 

石 油

卸小売
(注3)

兼任

2 名

灯油等

の購入

営 業

取 引
灯油等の購入 62,516 未 払 金  5,856

（注）１．当社監査役佐藤裕が、当社株式の 1.0％を直接所有しております。 

   ２．丸果帯広中央青果㈱は、当社取締役内藤龍信およびその近親者が 100%を直接所有しております。 

   ３．三洋興熱㈱は、当社監査役笹井祐三およびその近親者が 55.0%を直接所有しております。 

   ４．取引条件ないし取引条件の決定方針等 

（１）営業取引については、一般的取引条件と同様に決定しております。 

（２）取引金額には、消費税等は含まれておりません。 
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（税効果会計関係） 

前事業年度 

（平成 18 年９月 30 日） 

当事業年度 

（平成 19 年９月 30 日） 

１．繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原

因別の内訳 

１．繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原

因別の内訳 

  繰延税金資産   繰延税金資産 

 退職給付引当金損金算入限度超過額    154,764 千円  退職給付引当金損金算入限度超過額 158,755 千円

 賞 与 引 当 金 繰 入 額 否 認 72,329  賞 与 引 当 金 繰 入 額 否 認 72,608 

 役員退職慰労引当金繰入額否認 35,354  役員退職慰労引当金繰入額否認 43,323 

 減 損 損 失 29,231  減 損 損 失 33,665 

 未 払 事 業 税 否 認 16,266  未 払 費 用 否 認 8,734 

 未 払 費 用 否 認 8,571  未 払 事 業 税 否 認 8,106 

 減価償却資産償却超過額 6,303  減価償却資産償却超過額 6,414 

 未 払 事 業 所 税 否 認 4,693  未 払 事 業 所 税 否 認 5,063 

 そ の 他 14,098  そ の 他 9,591 

 繰延税金資産合計 341,612 千円  繰延税金資産合計 346,263 千円

繰延税金負債 繰延税金負債 

 その 他 有価 証 券評 価差 額 金 △ 25,844 千円 その他有価証券評価差額金 △ 15,589 千円

 建 設 協 力 金 △ 7,032  建 設 協 力 金 △ 8,422 

 繰延税金負債合計 △ 32,877 千円  繰延税金負債合計 △ 24,012 千円

 繰延税金資産の純額 308,735 千円  繰延税金資産の純額 322,251 千円

      

２.法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負

担率との差異の原因となった主要な項目別内訳 

２.法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負

担率との差異の原因となった主要な項目別内訳 

 法定実効税率 40.4％  法定実効税率 40.4％

 （調整）   （調整）  

 交際費等永久に損金に算入されない項目 1.2  交際費等永久に損金に算入されない項目  1.0 

 住民税均等割 2.7  住民税均等割  2.1 

 その他   2.0  その他   1.7 

  税効果会計適用後の法人税等の負担率 46.3％   税効果会計適用後の法人税等の負担率 45.2％
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（退職給付関係） 

 １．採用している退職給付制度の概要 

   当社は、確定給付型の制度として退職金規程に基づく退職一時金制度を採用しております。  

  

 ２．退職給付債務及びその内訳 

   前事業年度 

（平成 18 年９月 30 日） 

当事業年度 

（平成 19 年９月 30 日） 

（１）退職給付債務 383,269 千円 393,153 千円 

（２）退職給付引当金 383,269 千円 393,153 千円 

（注）当社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。 

 

 ３．退職給付費用の内訳 

   前事業年度 

 （自平成 17 年 10 月１日 

   至平成 18 年９月 30 日）

当事業年度 

 （自平成 18 年 10 月１日 

  至平成 19 年９月 30 日）

（１）勤務費用 37,618 千円 39,993 千円 

（２）退職給付費用 37,618 千円 39,993 千円 

（注）当社は、退職給付費用の算定にあたり、簡便法を採用しております。 

 

 ４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

   当社は、簡便法を採用しておりますので、基礎率等について記載しておりません。  

 

 

（ストック・オプション等関係） 

  該当事項はありません。 

 

（企業結合等） 

  該当事項はありません。 
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（１株当たり情報） 

前事業年度 

（自平成 17 年 10 月 1 日 

  至平成 18 年 9 月 30 日） 

当事業年度 

（自平成 18 年 10 月 1 日 

  至平成 19 年 9 月 30 日） 

１株当たり純資産額        1,010.83 円 

１株当たり当期純利益         43.04 円 

１株当たり純資産額        1,048.52 円 

１株当たり当期純利益         56.48 円 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希

薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記

載しておりません。 

同   左 

 

（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

         

 

前事業年度 

（自平成 17 年 10 月 1 日 

  至平成 18 年 9 月 30 日） 

当事業年度 

（自平成 18 年 10 月 1 日 

  至平成 19 年 9 月 30 日） 

当期純利益（千円） 172,079 225,799 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る当期純利益（千円） 172,079 225,799 

期中平均株式数（株） 3,997,686 3,997,686 

 

 

（重要な後発事象） 

  該当事項はありません。 
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５．仕入および販売の状況 

 

（１） 商品仕入実績                                  
 当事業年度の仕入実績を示すと、次のとおりであります。 

             （単位：千円） 

商品別 

当事業年度 

   （自平成 18 年 10 月１日 

    至平成 19 年９月 30 日） 

前年同期比 

    ％ 

青 果 2,719,193    0.8  

水 産 2,219,826   △  0.0  

畜 産 1,734,633  2.8  

惣 菜 1,294,661  3.7  

デ イ リ ー 2,815,851  2.7  

一 般 食 品 6,949,958   2.3  

日 用 雑 貨 678,836  △  1.2  

そ の 他 917,493     4.0  

合    計 19,330,454  1.9  

（注）その他は、たばこ、書籍等であります。 

 

（２） 販売実績 
  当事業年度の販売実績を示すと、次のとおりであります。 

① 商品別売上高 

             （単位：千円） 

商品別 

当事業年度 

   （自平成 18 年 10 月１日 

       至平成 19 年９月 30 日) 

前年同期比 

    ％ 

青 果 3,645,453     0.8  

水 産 3,117,602  △  0.2  

畜 産 2,507,774  2.8  

惣 菜 2,189,711  2.3  

デ イ リ ー 3,608,991     2.6  

一 般 食 品 8,506,151     3.0  

日 用 雑 貨 864,298  △  0.4  

そ の 他 1,021,929     1.7  

合    計 25,461,914  2.0  

（注）その他は、たばこ、書籍等であります。 

 

② 地域別店舗売上高                              （単位：千円） 

地域別 

当事業年度 

   （自平成 18 年 10 月１日 

       至平成 19 年９月 30 日) 

前年同期比 

    ％ 

帯広ブロック（13 店舗） 14,631,395    2.1  

旭川ブロック（９店舗） 10,817,394    1.7  

そ の 他 13,124  △ 6.0  

合    計 25,461,914  2.0  

（注）その他は、惣菜センター（直売）であります。 
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③ 単位当たり売上高                               

項目 

当事業年度 

   （自平成 18 年 10 月１日 

    至平成 19 年９月 30 日） 

前年同期比 

 

売 上 高 （ 千 円 ） 

 

25,461,914 

  

2.0 

％ 

売場面積（期中平均）（㎡） 25,147.9  1.2  

１㎡当たり売上高（千円） 1,012      0.7  

従業員数（期中平均）（人） 1,005  △ 1.8  

１人当たり売上高（千円） 25,335      3.8  

（注）１．売場面積（期中平均）は、「大規模小売店舗立地法」に基づくものであります。 

   ２．従業員数（期中平均）は、準社員およびパートナー社員等（アルバイトを含み１人１日８時間

換算）を含めて表示しております。 

 

 

 

６．役員の異動 

 

（１）代表取締役の異動 
    該当事項はありません。 

 

（２）その他の役員の異動 
    該当事項はありません。 

 

 
 

 

 


